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 本論文の目的は、社会学的規範理論の構築にある。本稿では、完全な理論的構築物の提

示ではなくより基礎的な仕事として、社会学的規範理論の構築のためにはいかなる方法を

用いてどのような問題を解決しなければならないか、を明示化することを目的とする。具

体的には、第一に、社会学的規範理論のもつべき特徴を明らかにするために、現在の主流

派の規範理論たる現代リベラリズムとの比較対照の手法を用いる。そこで、現代リベラリ

ズムの理論構図を「社会理論としての現代リベラリズム」の観点から分析し、その抱える

問題を明確に提示する。その上で第二に、既存の社会学的立場から構築された規範理論の

展開を批判的に検討することにより、現代リベラリズムの抱える問題を解決しうる代替的

理論構想としての社会学的規範理論の可能性を探求すること、を試みたい。 
 社会学的規範理論はなぜ必要となるのか。この課題に取り組むのが第一章である。本章

では、 近社会学の分野で盛んに提唱されている公共社会学とそれをめぐる論争を批判的

に検討し、社会学理論にとっての規範理論の必要性を明示化することがめざす。公共社会

学、およびその源流たる批判社会学のプロジェクトは自らの規範的立場を理論的に構築す

るための資源を備えることなしには持続的なプロジェクトとして存続しえないというのが

ここでの結論である。 
 規範「理論」の自覚的構築に乗り出すためには、現代リベラリズムの洗練された理論的

建築物との対決は避けえない。また現代リベラリズムとの差異によってこそ社会学による

規範理論の提示の有意義性もまた明らかになるはずである。そこで、第二章、第三章、第

四章は、現代リベラリズムの批判的検討にあてられている(ここで現代リベラリズムとは善

き生の構想についての中立性という政治原則を中核とする規範理論のことをさしている)。
その批判的検討の結果、現代リベラリズムはまず内在的にみても規範理論として一貫した

ものではなく、解決不可能な矛盾を抱えていることが明らかになる。さらに、本論文では

これらの問題をリベラリズムの特異な社会理論的前提に帰すよう試みている。現代リベラ

リズムの問題を社会理論的観点から分析することにより、それとの比較対照の上でより理

に適った社会理論の知見に基づく規範理論の構想をイメージすることが可能になるからで

ある。つまり、それは代替的な社会理論に基づく新たな規範理論の構想を提示するための

批判的出発点として機能するのである。これを逆にいうと、現代リベラリズムは社会学理

論の規範的基礎を提供するほど豊かな社会理論的前提を備えていないということ、それゆ

え社会学的規範理論は現代リベラリズムとの批判的距離によって、その成果を測られるべ



きものだということを意味しているといえるだろう。 
 具体的な章の内容は次のとおりである。第二章は、現代リベラリズムの原点たるロール

ズの正義の理論を検討しもって現代リベラリズム一般の抱える問題の構図を提示すること

を目的としている。具体的には、現代リベラリズムの出発点たるロールズの正義の理論の

抱える内的矛盾を析出し、この矛盾が彼の制度構想にもたらす含意について検討している。

第三章では、ロールズの正義の理論の分析の結果得られた基本的諸善の不確定性という見

解を手がかりにして、さらに現代リベラリズムの具体的な社会構想たるリベラルな平等主

義について検討されている。ここでの結論は現代リベラリズムの理論的前提に基づくなら

ば、理に適った平等の確保についての規範的主張をなすことは不可能だということである。 

後に第四章では、現代リベラリズムが中立性原則の妥当性を論証する複数のアプローチ

を逐一批判的に吟味することによって、現代リベラリズムの中立性原則が前提とする社会

理論を掘り起こすという作業を明示的に行っている。以上の検討の結果、現代リベラリズ

ムの社会理論的前提の特質とその理論構図を規定するという所期の目的は達せられる。ま

とめると、現代リベラリズムの理論構図は。①方法論的個人主義。②価値の一元論。③社

会に対する楽観主義(非・制度的多元主義)、によって特色付けることができるのである。 
 社会学的規範理論の展開を考察するに先立って、第六章では現代リベラリズムの代替構

想として現在提示されている共和主義の構想を検討している。ここでは、積極的自由を重

視するコミュニタリアン的なサンデルの共和主義とより消極的自由に近い第三の自由とし

ての非支配としての自由を支持するペティットの新ローマ的共和主義という二つの共和主

義を検討し、それぞれがそれぞれの理由により理論的な自足性を欠いているということを

結論する。 
 以上の検討から得られた理論的成果を携えて、第七章、第八章では再び社会学的規範理

論の構築という主題に立ち戻る。第七章では、T.パーソンズの壮大な社会学理論が規範理論

的可能性という観点から検討に付される。パーソンズの社会学理論が秩序問題を出発点と

した事実は、パーソンズ理論と規範理論との二面的関係を示唆している。つまり、パーソ

ンズ社会学はその成立時点からホッブス以来の規範的問題定立を引き受けると共に、それ

をつねに経験的問題と混同することにより明示的な規範理論の展開を妨げてしまっている

という二面性である。近年のパーソンズ研究ではパーソンズの社会学的規範理論的側面に

あらためて注目が集まっておりそれはある程度正当であるが、同時にパーソンズ自身が明

示的な規範的問いの定立に失敗しているという事実も真剣に受け止めなければならない。

以上より、われわれのなすべきはパーソンズによる近代という歴史的状況における規範の

「記述的」提示を、より自覚的な反省的水準での規範の提示として再構成し、その上でそ

の説得力と限界を見定めることにある。このために用いられるのが現代リベラリズムの規

範理論との対比なのである。検討の結果われわれはパーソンズ社会学から規範理論構築の

礎となる次の三つの社会理論的契機を見出すことができた。それは、①方法論的制度主義、

②価値多元論、③制度多元主義、である。これらの三つの原理は現代リベラリズムとは異

なる立脚点に立った代替的な規範的社会理論を構築するための潜勢力を秘めている。しか

しその潜在的可能性を実現するためには、自覚的な規範的問いの必要性に盲目であったパ

ーソンズの社会理論を越えて進まなければならない。 
 第八章では、パーソンズ以後の社会学的規範理論の展開としてエツィオーニ、セルズニ



ック、ローティの社会学的規範理論を検討する。彼らの議論は規範理論構築の作法に自覚

的であるという点ではパーソンズの社会学より前進しているものの、いまだ多くの解決す

べき問題を残しているというのがここでの結論である。 
 本論文の全体の結論としては次のとおりである。第一に方法論的制度主義の立場に立脚

する社会学的規範理論は価値多元主義の問題をより真剣に考慮するという点で現代リベラ

リズムの規範理論に対して優越している。現代リベラリズムは中立性原則に従うことによ

り、一見多元化した社会を中立的に統括する不偏的原理を提示しているかのようにみえる

が、それは誤りである。むしろ、公共的正義の問題を価値から切断して論ずる現代リベラ

リズムよりも、公共的制度と価値とは内在的に結びついているということから出発する社

会学的規範理論の方が実際には価値の多元主義の問題をその問題の困難性とともに承認し

ているといえるのである。かくして社会学的規範理論は社会に現存する複数の価値を貶価

することなく真剣に捉えるが、それと同時に価値に対する批判的・反省的視座も備え付け

ている。それが特定の制度とその制度に結びついた価値の絶対性を批判する制度多元主義

の原理である。ここで制度多元主義とは、市場にしろ、法にしろ、コミュニティにしろ特

定の制度が他の制度領域を侵食することに対し批判的であり、複数の制度の多元的存在を

是とする社会学的規範理論の原理である。したがって、ある特定の制度が優越することが

他の制度およびそれに内在する価値を侵害するような場合には、当該制度とそれに内在す

る価値は批判的検討にさらされることになり、かくして制度多元主義は価値に対して反省

的水準で批判的に機能することになる。この制度多元主義の原理を現今の理論的文脈にお

く場合、特に政治的公共圏の強調という規範命題が帰結する。というのは、現在の主流派

リベラリズムにおいては法および市場という制度構想に比して政治的公共圏の役割は著し

く貶価されているからである。価値多元主義と価値についての理性的不一致の問題を真剣

に考慮する社会学的規範理論は制度構想としても政治的公共圏の重要性を主張することに

なるだろう。 後に、これらの社会理論的原理を統括する規範的原理として本稿では非効

用主義的帰結主義という発想を提示する。非効用主義的帰結主義は効用主義を退ける点で

現代リベラリズムと共通しているが、帰結主義を放棄しないという点で現代リベラリズム

とは異なる。非効用主義的帰結主義とは、ある価値の批判的判断基準として当該の価値の

有する内在的善さと他の価値に対してそれが与える(負の)帰結との総合的な比較判断を要

請する規範的原理のことである。これは価値のリアリティと多元性を擁護しつつそれに対

する批判的視座を確保するという点で社会学的規範理論の根底的原理というにふさわしい

原理であるといえるだろう。その具体的展開と理論的彫琢については今後の課題としたい。 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


